
著
書

『
日
本
医
学
史
』
裳
華
房
明
治
三
七
年

『
日
本
医
学
史
』
決
定
版
日
新
書
院
昭
和
一
六
年

『
日
本
医
学
史
』
決
定
版
真
理
社
昭
和
二
三
年

『
日
本
医
学
史
』
決
定
版
（
年
譜
・
著
作
付
）
形
成
社
昭
和
四
七
年

『
日
本
医
学
史
』
特
装
版
形
成
社
昭
和
四
九
年

員
①
ｇ
ｏ
匡
○
胃
の
牙
旬
冒
＆
厨
旨
冒
苛
冨
昌
》
》
文
部
省
明
治
四
四
年

員
Ｐ
耳
艮
。
昌
旨
の
。
寓
冨
匡
稗
。
ご
ｇ
目
印
島
。
旨
の
冒
討
冒
口
響
》
刊
行
年

不
明

富
士
川
勝
先
生
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
、
二
五
歳
の
と
き
、
呉

秀
三
、
土
肥
慶
蔵
両
氏
と
相
い
識
っ
た
こ
ろ
か
ら
医
史
学
の
本
格
的
な
研
究

を
始
め
、
史
料
蒐
集
に
没
頭
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
は
じ
ま
り
は

広
島
医
学
校
の
学
生
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
五
年
（
一

八
九
二
）
に
は
日
本
医
史
学
会
の
前
身
私
立
奨
進
医
会
を
組
織
し
、
医
史
学

会
総
会
の
第
一
回
に
数
え
て
い
る
先
哲
祭
を
挙
行
さ
れ
、
以
来
、
日
本
外
科

史
な
ど
を
相
次
い
で
世
に
出
し
、
明
治
三
七
年
に
は
代
表
作
『
日
本
医
学

史
』
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
日
本
医
学
史
』
に
対
し
て
明
治
四

五
年
に
第
二
回
帝
国
学
士
院
賞
恩
賜
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

｜
医
史
学
関
係

富
士
川
勝
博
士
没
後
五
○
年
記
念
会
展
示
目
録

『
日
本
医
学
史
綱
要
』
二
小
川
鼎
三
校
注
（
東
洋
文
庫
二
六
二
）

平
凡
社
昭
和
四
九
年

『
八
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
Ｖ
支
那
思
想
科
学
（
医
学
）
』岩

波
書
店
昭
和
九
年

『
Ａ
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
Ｖ
東
洋
思
想
に
お
け
る
日
本
の
特
質
、
日
本
科
学

の
特
質
（
医
学
）
』
岩
波
書
店
昭
和
九
年

『
科
学
随
筆
医
史
叢
談
』
（
富
士
川
英
郎
編
）
書
物
展
望
社
昭
和
一
七
年

『
日
本
医
学
史
講
』
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
雑
誌
部
大
正
一
二
年

『
日
本
医
学
の
変
遷
梗
概
』
（
孔
版
）
東
北
帝
大
医
史
同
好
会
発
行
年
不
明

『
皇
国
医
事
年
表
』
吐
鳳
堂
明
治
三
五
年

『
日
本
医
事
年
表
』
医
事
公
論
社
昭
和
一
六
年

『
日
本
疾
病
史
』
（
初
版
）
吐
鳳
堂
明
治
四
五
年

『
日
本
疾
病
史
』
日
本
医
書
出
版
社
昭
和
一
九
年

『
日
本
疾
病
史
』
（
東
洋
文
庫
一
三
三
）
平
凡
社
昭
和
四
四
年

「
史
籍
に
見
え
た
疾
病
に
つ
い
て
」
『
史
学
雑
誌
』
第
二
三
輯
第
八
号

明
治
四
五
年

『
日
本
外
科
史
』
私
立
奨
進
医
会
明
治
三
○
年

『
日
本
眼
科
略
史
』
私
立
奨
進
医
会
明
治
三
二
年

『
脚
気
病
の
歴
史
』
臨
時
脚
気
病
調
査
会
明
治
四
二
年

「
内
科
史
」
（
『
日
本
内
科
全
書
』
壱
巻
第
壱
冊
）
大
正
二
年

『
日
本
医
学
史
綱
要
』
（
初
版
）
克
誠
堂
昭
和
八
年

『
日
本
医
学
史
綱
要
』
日
本
医
史
学
会
昭
和
四
○
年

『
日
本
医
学
史
綱
要
』
一
小
川
鼎
三
校
注
（
東
洋
文
庫
二
五
八
）

平
凡
社
昭
和
四
九
年
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共
著
・
共
編

『
日
本
医
籍
孜
』
（
呉
秀
三
共
著
）
私
家
版
明
治
二
六
年

『
日
本
産
科
叢
書
』
（
増
田
知
正
、
呉
秀
三
共
編
）
島
村
利
助
明
治
二
八
年

『
日
本
産
科
叢
書
』
（
復
刻
）
思
文
閣
昭
和
四
六
年

『
日
本
医
学
叢
書
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
土
肥
慶
蔵
、
呉
秀
三
、
富
士
川
瀞

選
集
校
訂
）
金
港
堂
明
治
三
八
年
．
三
九
年

『
杏
林
叢
書
』
（
富
士
川
瀞
、
小
川
剣
三
郎
、
唐
沢
光
徳
、
尼
子
四
郎
共
編
）

第
一
輯
ｌ
第
五
輯
吐
鳳
堂
大
正
二
年
’
一
五
年

『
杏
林
叢
書
』
（
復
刻
）
思
文
閣
昭
和
四
六
年

『
東
洞
全
集
』
（
呉
秀
三
共
編
）
吐
鳳
堂
大
正
七
年

『
東
洞
全
集
』
（
復
刻
）
思
文
閣
昭
和
四
五
年

「
療
法
の
歴
史
」
『
実
験
文
庫
』
昭
和
一
二
年

『
訳
解
漫
勝
雑
記
』
中
山
文
化
研
究
所
昭
和
一
五
年

「
医
者
の
風
俗
」
（
『
日
本
風
俗
史
講
座
』
第
一
五
巻
）
雄
山
閣
昭
和
三
年

『
医
筬
』
克
誠
堂
昭
和
一
○
年

「
明
治
初
年
の
医
学
」
『
日
本
評
論
』
昭
和
一
○
年

「
医
術
の
史
的
考
察
」
『
第
九
回
日
本
医
学
会
会
誌
』
昭
和
九
年

「
医
業
に
関
す
る
史
談
」
『
日
本
医
師
協
会
雑
誌
』
昭
和
二
年

『
芸
備
医
志
』
芸
備
医
学
会
昭
和
一
○
年

「 気司

日
本
小
児
科
史
』
（
日
本
小
児
科
叢
書
第
壱
編
、
別
冊
）
大
正
二
年

東
亜
徽
毒
の
起
源
に
就
い
て
」
『
皮
層
科
及
び
泌
尿
器
科
雑
誌
』

明
治
三
五
年

治
療
の
知
識
及
び
方
術
の
推
進
」
『
中
外
医
事
新
報
』
昭
和
九
年

先
生
は
若
い
と
き
か
ら
親
鴬
に
私
淑
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
元
年
に
鎌
倉

正
信
会
を
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
先
生
の
宗
教
活
動
は
活
発
に
な
り
、
多
く
の

著
書
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
正
五
年
に
は
親
鴬
聖
人
讃
仰
会
（
後
の
正
信

協
会
）
を
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
各
地
に
親
驚
信
仰
会

が
出
来
る
な
ど
、
先
生
は
こ
の
方
面
で
も
指
導
的
存
在
と
な
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

『
新
撰
妙
好
人
伝
』
（
全
一
四
冊
）
原
徳
書
院

第
一
編
俳
譜
寺
一
茶
昭
和
二
年

学
会
記
事

「
先
哲
祭
」
明
治
二
五
年

「
医
家
先
哲
追
薦
会
記
事
」
私
立
奨
進
医
会
明
治
二
六
年

「
ジ
ェ
ン
ナ
ー
種
痘
発
明
百
年
記
念
文
集
」
明
治
二
九
年

「
前
野
蘭
化
先
生
の
位
を
贈
ら
れ
た
る
を
祝
ふ
会
の
記
事
」

私
立
奨
進
医
会
明
治
二
七
年

「
杉
田
玄
白
贈
位
祝
賀
会
記
事
」
明
治
四
一
年

「
日
本
医
学
歴
史
資
料
目
録
」
第
六
回
極
東
熱
帯
医
学
会
大
正
一
四
年

目
胃
冒
の
島
。
昌
閏
牌
。
ｑ
”
且
旨
の
島
。
昌
圃
目
。
農
。
昌
旨
］
§
自

大
正
一
四
年

「
医
史
展
覧
会
陳
列
品
目
録
」
日
本
医
学
会
昭
和
九
年

「
医
史
展
覧
会
出
品
医
書
目
録
」
日
本
医
史
学
会
昭
和
一
三
年

『
三
宅
薫
庵
先
生
小
伝
』
芸
備
医
学
会
明
治
四
一
年

二
宗
教
関
係
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第
二
編
松
尾
芭
蕉
昭
和
二
年

第
三
編
明
恵
上
人
昭
和
二
年

第
四
編
中
江
藤
樹
昭
和
一
二
年

第
五
編
大
和
清
九
郎
昭
和
二
一
年

第
七
編
石
田
梅
岩
昭
和
一
二
年

第
九
編
阿
佛
尼
昭
和
一
二
年

第
土
編
讃
岐
庄
松
昭
和
一
三
年

『
真
実
の
宗
教
』
近
代
社
昭
和
六
年

『
真
宗
』
森
江
書
店
大
正
一
○
年
（
四
版
）

『
仏
教
の
真
髄
」
法
爾
社
大
正
一
四
年
（
三
版
）

『
信
仰
と
迷
信
』
磯
部
甲
陽
堂
昭
和
三
年

『
治
療
と
迷
信
』
私
立
大
日
本
婦
人
衛
生
会
例
会
昭
和
三
年

『
科
学
と
宗
教
』
春
秋
社
昭
和
六
年

『
迷
信
の
研
究
』
養
生
書
院
昭
和
七
年

『
宗
教
の
心
理
』
天
来
書
房
昭
和
一
○
年

『
母
性
と
宗
教
』
中
山
文
化
研
究
所
昭
和
一
四
年

「
医
術
と
宗
教
」
『
実
地
医
家
と
臨
躰
」
昭
和
二
年

「
医
術
と
宗
教
』
第
一
書
房
昭
和
二
一
年

『
富
士
川
勝
著
述
選
』
中
山
文
化
研
究
所

「
真
実
の
道
」
昭
和
一
六
年

「
宗
教
的
内
省
」
昭
和
一
六
年

「
瑞
華
雑
話
」
昭
和
一
六
年

「
科
学
と
宗
教
」
昭
和
一
七
年

「
講
録
」
昭
和
一
七
年

『
金
剛
心
』
洛
陽
堂
大
正
五
年
（
再
版
）

三
教
育
関
係

先
生
は
早
く
か
ら
児
童
の
教
育
に
関
心
を
抱
き
、
明
治
三
五
年
、
日
本
児

童
研
究
会
が
創
設
さ
れ
た
と
き
の
創
立
メ
ン
雷
ハ
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
育

病
理
学
は
先
生
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。

『
教
育
病
理
学
』
同
文
館
明
治
四
三
年

『
異
常
児
童
』
太
陽
堂
大
正
一
三
年

『
異
常
児
童
性
格
研
究
』
広
島
修
養
院
昭
和
五
年

『
八
教
育
講
座
Ｖ
教
育
之
衛
生
』
日
本
学
術
普
及
会
大
正
五
年

「
八
市
民
講
座
Ｖ
人
性
論
』
東
京
市
役
所
昭
和
五
年

先
生
が
明
治
一
八
年
、
広
島
医
学
生
の
と
き
、
最
初
に
投
稿
し
た
中
央
の

医
学
雑
誌
が
『
中
外
医
事
新
報
』
で
あ
っ
た
．
先
生
は
上
京
し
て
中
外
医
事

新
報
社
に
入
社
。
以
来
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
は
目

ざ
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
の
数
は
十
指

に
余
る
。
そ
れ
は
医
学
、
宗
教
、
児
童
関
係
と
広
範
囲
に
及
ぶ
。

『
中
外
医
事
新
報
』
明
治
一
八
年

『
普
通
衛
生
雑
誌
』
明
治
二
二
年

『
東
京
医
事
一
覧
』
明
治
二
三
年

『
医
談
』
明
治
二
六
年

『
医
史
料
』
明
治
二
八
年

『
治
療
新
報
』
明
治
三
五
年

四
雑
誌
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『
日
本
医
史
』
明
治
三
九
年

『
法
爾
』
大
正
七
年

『
飽
蔽
』

『
人
性
』
明
治
三
八
年

『
治
療
新
典
』
（
尼
子
四
郎
、
渡
辺
房
吉
）
明
治
四
○
年

『
刀
圭
新
報
』
明
治
四
二
年

先
生
の
仕
事
の
領
域
が
広
い
た
め
に
、
交
遊
が
広
い
範
囲
に
亘
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
示
す
書
簡
の
一
部
を
こ
こ
に
示
し
た
。

森
鴎
外
の
自
筆
原
稿
「
日
本
医
学
史
序
」
明
治
三
七
年
三
月
一
四
日

富
士
川
勝
宛
書
簡

菊
池
大
麓
依
頼
状
明
治
四
二
年
七
月
三
日

大
槻
文
彦
『
日
本
疾
病
史
』
贈
呈
の
礼
状
明
治
四
五
年
四
月
一
六
日

後
藤
新
平
『
日
本
疾
病
史
』
贈
呈
の
礼
状
明
治
四
五
年
五
月
二
日

大
槻
如
電
礼
状
明
治
四
五
年
五
月
一
四
日

徳
富
蘇
峯
『
医
心
方
』
第
一
三
巻
に
つ
い
て
大
正
四
年
六
月
五
日

森
鴎
外
池
田
京
水
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
大
正
五
年
一
月
一
日

呉
秀
三
依
頼
状
大
正
一
○
年
二
月
一
二
日

加
藤
弘
之
礼
状
一
○
月
一
七
日

内
藤
湖
南
依
頼
状
五
月
二
七
日

藤
浪
鑑
日
本
医
史
学
会
講
演
に
つ
い
て
昭
和
八
年
六
月
一
四
日

藤
浪
鑑
原
稿
が
遅
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
昭
和
九
年
三
月
二
三
日

入
沢
達
吉
葉
山
の
ベ
ル
ッ
記
念
碑
に
つ
い
て
昭
和
二
年
四
月
五
日

五
交
遊

自
画
像
（
墨
絵
）

枕
屏
風

鎌
倉
彫
木
盆
中
江
藤
樹
詩
、
富
士
川
勝
書
、
赤
松
豊
子
彫

富
士
川
楽
和
訳
並
び
に
書
『
愚
迷
発
心
集
』
自
筆
本

原
稿
千
葉
医
大
附
属
医
院
大
講
堂
で
開
催
『
医
史
展
覧
会
目
録
』

昭
和
一
四
年
五
月
二
○
日
’
二
一
日

原
稿
『
中
外
医
事
新
報
』
掲
載
論
文
昭
和
一
二
年
．
一
五
年
井
上
竹

園
先
生
、
結
核
の
歴
史
、
新
刊
紹
介
、
雑
録

戯
れ
書
き
赤
松
金
芳
宛

藤
浪
剛
一
宛
書
簡
一
巻

書
簡
赤
松
金
芳
・
豊
子
宛
礼
状
昭
和
七
年
一
二
月
一
三
日

書
簡
赤
松
慶
治
宛
慶
治
の
父
死
去
に
対
す
る
慰
め
昭
和
一
二
年
一
○

月
一
四
日

名
所
絵
は
が
き
赤
松
金
芳
・
豊
子
夫
妻
宛
ア
ル
バ
ム

短
冊
「
浮
草
や
筧
の
中
に
咲
く
も
あ
り
深
諦
院
慧
雲
師
諸
歌
楽
書
之
」

短
冊
「
古
人
學
者
為
己
欲
之
於
己
也
今
之
學
者
為
人
欲
見
知
於
人
也
欲

之
之
問
脱
得
字
昭
和
一
四
年
夏
子
長
學
人
」

短
冊
「
人
多
言
安
於
貧
賎
其
実
唯
是
計
窮
力
尽
才
短
不
能
営
尽
耳
若
梢
動
得

太
田
正
雄

長
與
又
郎

赤
松
金
芳

六
遣
墨 編

集
中
の
百
科
辞
典
に
つ
い
て
昭
和
一
四
年
一
月
二
四
日

長
與
専
斎
書
簡
を
貰
っ
た
礼
状
昭
和
一
五
年
四
月
二
日

医
史
学
会
・
原
稿
・
児
童
学
会
出
席昭

和
十
五
年
六
月
十
三
日
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恐
未
肯
之
昭
和
一
四
年
夏
日
富
士
川
楽
題
」

短
冊
「
読
書
不
見
聖
賢
為
鉛
粟
傭
居
官
不
愛
民
為
衣
冠
盗
講
學
不
尚
躬
行

為
口
頭
禅
立
業
不
思
種
徳
為
眼
前
花
昭
和
一
○
年
五
月
五
日
子
長
學

人
題
」

掛
軸
「
天
運
寒
暑
易
避
人
世
炎
涼
難
除
人
世
炎
涼
易
除
吾
心
之
氷
炭
難

去
去
得
此
中
之
氷
炭
則
満
腔
和
気
自
堕
地
人
間
到
処
有
春
風
昭

和
一
四
年
八
月
下
淀
子
長
學
人
」

掛
軸
「
世
の
中
は
一
念
あ
ら
で
な
か
り
け
り
前
念
は
す
ぎ
後
念
来
ら
ず

昭
和
丁
丑
の
歳
正
月
初
二
日
中
江
藤
樹
先
生
の
道
歌
を
録
す
瀞
」

掛
軸
「
曲
意
而
使
人
喜
不
若
直
身
躬
而
使
人
忌
無
善
而
致
人
譽
不
若

無
悪
而
致
人
穀
子
長
學
人
」

掛
軸
「
静
注
静
非
真
静
動
処
静
得
来
縫
是
性
天
之
真
境
楽
処
楽
非
真

楽
苦
中
楽
得
来
繕
見
心
体
之
真
機
昭
和
丙
子
歳
正
月
二
日
録
古

人
之
語
富
士
川
子
長
」

掛
軸
「
極
楽
の
道
は
一
と
筋
南
無
阿
弥
陀
仏
思
案
工
夫
の
横
道
を
す
な

大
減
法
師
歌
富
士
川
録
之
」

掛
軸
「
歌
よ
ま
ず
後
生
心
の
な
き
人
は
さ
ぞ
や
寝
覚
め
の
き
た
な
か
る

ら
む
慈
円
大
僧
正
歌
富
士
川
子
長
録
之
」
（
昭
和
一
五
年
）

掛
軸
「
自
然
と
い
う
は
…
…
」
親
鴬
八
六
歳
（
正
嘉
二
年
）
「
自
然
」
（
じ
れ

ん
）
に
つ
い
て
の
教
義

掛
軸
「
親
鷲
画
像
賛
」

掛
軸
「
難
思
弘
誓
度
難
度
海
大
船
無
碍
光
明
破
無
明
闇
慧
日
昭
和

戊
辰
正
月
初
六
富
士
川
子
長
」
（
昭
和
一
二
年
）

掛
軸
「
親
鴬
の
真
字
教
義
」

先
生
の
医
師
と
し
て
の
活
躍
は
他
の
業
績
に
比
べ
て
余
り
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
先
生
は
明
治
三
一
年
か
ら
三
三
年
ま
で
約
二
年
半
、
ド
イ
ツ
に
留
学

さ
れ
、
そ
こ
で
、
ド
ク
ト
ル
・
メ
デ
ィ
チ
ー
ネ
の
学
位
を
と
ら
れ
た
。
そ
の

テ
ー
マ
は
「
脊
髄
癖
と
心
臓
弁
膜
症
の
併
発
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
帰
国
後

は
日
本
橋
の
中
洲
養
生
院
の
内
科
医
長
と
し
て
診
療
に
当
た
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
留
学
中
か
ら
理
学
療
法
、
民
間
薬
に
関
心
を
持
た
れ
、
そ
れ
に
関
す
る

著
書
を
残
さ
れ
て
い
る
。

『
人
工
治
療
法
及
其
一
、
二
の
新
式
に
就
い
て
」
『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑

誌
』
明
治
三
四
年

『
医
科
論
理
学
』
（
淀
野
耀
淳
共
著
）
南
江
堂
明
治
四
四
年

震
ｄ
ｏ
胃
儲
島
の
尻
。
冒
園
箆
目
園
ぐ
。
ｐ
日
号
①
唖
目
旦
餌
の
同
制
匡
画
層
目
嚴
匡
の
日
》
》

『
電
気
療
法
』
明
治
三
七
年

「
民
間
薬
」
（
『
日
本
内
科
全
書
』
第
二
巻
別
録
）
大
正
二
年

掛
軸
「
無
量
壽
経
赤
松
夫
人
に
送
呈
」
（
昭
和
二
年
）

色
紙
「
経
営
漫
費
人
間
力
大
業
全
依
造
化
功
蘭
化
先
生
語
」

色
紙
「
貧
賎
之
人
一
無
所
有
及
臨
命
終
時
脱
一
厭
字
富
貴
之
人
無
所
不

有
及
臨
命
時
帯
一
恋
字
脱
一
厭
字
如
釈
重
負
帯
一
恋
字
如
管
柳
鎖

昭
和
九
年
晩
春
子
長
題
」

半
紙
「
菜
根
謹
」
の
言
葉

半
紙
「
呉
達
、
赤
松
金
芳
ら
の
正
月
の
寄
せ
書
き
」

日
記
『
ド
イ
ツ
留
学
日
記
』
一
八
九
八
年
八
月
’
一
八
九
九
年
四
月

稿
本
『
支
那
医
史
稿
』
著
作
年
不
明

七
医
学
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『
西
洋
民
間
薬
』
吐
鳳
堂
大
正
一
○
年

『
性
欲
の
科
学
』
武
侠
社
昭
和
六
年

肖
像
最
晩
年
（
昭
和
一
五
年

肖
像
中
山
研
究
所
に
て
最

土
生
玄
碩
碑
前
明
治
四
五
年

観
臓
碑
前
大
正
二
年
五
月

観
臓
碑
前
昭
和
一
○
年
三
月

第
九
回
日
本
医
学
会
医
史
展
覧
会
会
場
東
大
安
田
講
堂
昭
和
九
年
四
月

呉
秀
三
、
下
田
次
郎
と
共
に
ド
イ
ツ
・
イ
エ
ー
ナ
市
に
て
明
治
三
三
年

呉
秀
三
、

一
五
口
幻

ド
イ
ツ
留
学
前
三
宅
惠

赤
松
金
芳
家
の
ア
ル
バ
ム

『
富
士
川
勝
先
生
追
悼
法
要
』
小
田
平
義
編
・
発
行

『
富
士
川
勝
先
生
』
「
富
士
川
勝
先
生
」
刊
行
会

『
富
士
川
瀞
顕
彰
記
』
富
士
川
溝
顕
彰
会
昭
和
五
○
年

「
富
士
川
勝
と
性
科
学
研
究
」
江
川
義
雄
著
『
日
母
広
島
県
支
部
会
報
』

二
五
号
別
冊
昭
和
五
三
年

二
五
号
別
冊
昭
和
五
三

「
富
士
川
雪
（
父
親
）
画
帳
」

『
富
士
川
勝
著
作
集
』
思
文
函

『
法
爾
』
第
二
七
四
号
故
吉

八
写
真

九
富
士
川
先
生
関
連
資
料

（
昭
和
一
五
年
）

九
所
に
て
最
晩
年

三
宅
良
一
ら
と
明
治
二
九
年
頃

一
年
五
月
一
○
日
記
念
碑
竣
工
の
日

思
文
閣
出
版
昭
和
五
五
年
ｌ
昭
和
五
七
年

故
富
士
川
勝
博
士
追
悼
号
昭
和
一
五
年

『
児
童
研
究
』
第
四
七
二
号
（
四
○
巻
七
号
）
富
士
川
海
追
悼
号

昭
和
一
五
年

（
酒
井
シ
ヅ
・
蔵
方
宏
昌
）
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